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Abstract:
This paper illustrates the way in which Japanese people living in England used code-switching 
and code-mixing in their speech interaction. When speaking in Japanese, they often used English 
words in order to explicitly describe a meaning of a word in an appropriate context and situation 
of a conversation.  Moreover, the Japanese in England used code-switching for affixing pragmatic 
meanings to their utterances in both English and Japanese languages. The results showed that their 
present language environment of English and their language competence encouraged them to use 
































が交互に使われることであり，Valdes-Fallis（1977）は“the use of two languages simultaneously 
or interchangeably”（二言語を同時に交差させながら，交換して使用する）と表現し，Myers-













































被験者だからである。分析する会話の構成人数は 3名または 4名であり，少なくとも 3年以上は













































　　　  (1)Midori：　　違う違う違う extra hot じゃない。あの，hot, extra hot じゃなくて，
　　　　　　　　　　　very hot から始まって。
　　　　  Hiroyuki：　Extremely hot.
　次に，飲みものに関する語彙も多く英語でそのまま使われていた。例文 (2) の“still water”は
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27二言語話者の談話における「コードスイッチング」・「コードミキシング」の必要性　―英国に住む日本人の場合―
レストランでも同じである。
　　　(2)Eri：ソーダとかじゃなくて，普通の still water で。






　　　(3)Aki：チリに行っても本当に ワイン yard, vineyard やってるオーナーがいるじゃない。
　次に学生の話者は学校での話を共有する場面が多く，そこでも英語の語彙をそのまま使用し
ている。例文 (4) と (5) の発話の話者である Hiroyuki はロンドン近郊の大学で音楽を学んでお
り，コースに関する話題の会話で，応募資格“requirement”やイギリスの高等教育機関“higher 





　　　  (4)Hiroyuki：音大っていうかさ，その requirement が。それ minimum requirement って。









　　　  (6)Rika：   でも，たぶん residence 持っている人はこっちでの採用なのかなあ。
　　　  (7)Shiho：うん。いや，あの Home Office 以外では extension できないから。
　更に，イギリス独特の社会システムや環境に関する語彙も数多くスイッチングされて使われ










　　　  (8)Rika：　　gipsy になってしまう。
　　　  (9)Hiroyuki：あの Jewish のなんて言うんだろう。
　　　(10)Hiroko：　 Asda って working class の方が行ってらっしゃるとかでしょうって，私日














　例文 (11) と (12) では共に，英語のネイティブスピーカーであるイギリス人の先生に言われた
英語の発話をそのまま友達に伝えている。あまり聞きたくない発話を，こんな風に言われてし
まったと，異なった言語で伝えることで，発話を強調し，聞き手を注目させることができる。例
文 (11) では良い印象を持っていない先生に“That's not the point.”（そんなのは大切ではない）と
無下に言われ，例文 (12) では指導教官に“By the way, I'm leaving.”（ところで，学校辞めるんだ
けど）と言われたことで，聞き手が驚かされたこと伝えている。
　　　(11)Tae：　わたしね，That's not the point. とか言われたもんね。
　　　(12)Saeko：そうそう By the way, I'm leaving.




















　　　(14)Moto：   これが大根で，これが seaweed で。
　　　(15)Hiroko：梅干しもちゃんと食べて，salty よとか言って。











１　発話記号 Xxxx xxx は聞き取れない発話を表す。
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用である‘speech accommodation’（Giles and Coupland, 1991）における心理的収束の誘発 
‘convergence’（類似）が影響している可能性もある。この「類似」はその社会の一員になりた
いという心理がその社会で使われている言語を更に使用させる要因となり，話し手が属する社会
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